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１　はじめに
　筆者は先に、上代から室町末期における「カグハシ」「カウバシ」「カンバシ」三語を調
査し、「カウバシ」が“焦げるにおい”を対象にとるようになるまでの史的変遷を明らか
にした⑴。今改めてその要点を述べれば以下のようになる。
①中古以降、原形「カグハシ」と完全に交替した「カウバシ」は、中世に発生する「カ
グハシ」の撥音便形「カンバシ」をも圧倒し、古代では一貫して三語における中心的
な語であった⑵。
②院政・鎌倉期になると「カウバシ」が“焦げるにおい”を対象としてとるようになり、
室町末期には現代語「コウバシイ」とほぼ変わらない、飲食物
0 0 0
の“焦げるにおい”を
も対象としてとるようになる。しかし、依然として植物や薫物などをも対象として
とっており、〈意味の限定化〉は生じていない。
　三語共存の中世を経て現在に至るまでに、どのように三語独自の意味・用法領域を獲得
していくのか、その過程を明らかにする必要がある。そこで本稿では、「カウバシ」の近
世以降における“焦げるにおい”を表す語への〈意味の限定化〉とともに、周辺語彙であ
る「カグハシ」「カンバシ」の意味・用法の変化も考察することとしたい。
２　調査の概要
2. 1　調査対象
　韻文・散文を問わず、近世から近代までの言語資料を調査した。索引・データベース
等⑶を使用したものもあるが、原文にあたってそれぞれの用例の意味・用法を確認した。
　なお、用例を示す際には調査語に傍線を、調査語が対象とする事物には点線を付し、出
典末尾には底本を〔　〕で表示した。調査語以外については適宜表記を改め、文脈が通る
よう筆者が私的に補った部分は〈　〉で表示した。
2. 2　用例の分類基準
　まず、意味・用法によって二分類する。三語が本来の嗅覚表現として使用されている場
合を「具体的表現としてのにおい」とし、対象によって四つの下位分類項目を設けた。こ
れに対し、三語が嗅覚表現として使用されていない場合を「抽象的表現としてのにおい」
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とする。後者は、三語が「すばらしい」「好ましい」などの意味で評価語のように使用さ
れる場合である。例１のように、通常においを嗅ぐことが不可能である対象（抽象名詞・
聴覚情報など）をとっているものをここに分類する。
（例１）死して猶侠骨の香
かうばし
きを今日に聞く〈近藤〉勇なりしか！（他流試合）【太
895/05】
　以上の分類を図示すると次のようになる。（分類上の番号は全体表の番号と対応する。）
　　【意味・用法】　　　　　　　　　　【対象】
　　　　　　　　　　　　　　　　　１：植物
　　　具体的表現としてのにおい　　２：飲食物
　　　　　　　　　　　　　　　　　３：不可視的対象（空気・風・薫物のにおいなど）
　　　　　　　　　　　　　　　　　４：その他（身体・自然物（例：雪・土）など）
　５：抽象的表現としてのにおい
　なお、特に問題となる“焦げるにおい”は、調理に限らず“火や熱などによって状態が
変化したもののにおい”を指す。
３　調査結果と考察
　調査結果を〈全体表１─近世〉〈全体表２─近代〉として本稿末尾に示す。特に注目す
べき“焦げるにおい”は●数字、否定表現との共起は○数字とし他と区別した。用例の得
られなかったものについては調査対象一覧を参照されたい。なお、今回の調査では接尾辞
「サ」の付加した名詞形も用例数に含めている。
3. 1　近世
　近世を対象とした調査では、「カグハシ」３例、「カウバシ」4例、「カンバシ」4例、
読み不明９例、計67例が得られた。
3. 1. 1　「カグハシ」
　古代において散文中に使用された「カグハシ」は『宇津保物語』の１例のみで、完全に
「カウバシ」に交替されていた。（その趨勢は韻文においても同様である。）近世では、和
歌から２例、人情本の序文から１例、用例が得られた。
（例２）かぐはしき桜の花の空に散る春のゆふべはくれずもあらなむ（良寛歌・はちすの
露）〔柏崎市立図書館中村文庫蔵真心尼自筆本の写真本〕
（例３）書房の欲心其〈＝本の評判〉かぐはしきにうつゝをぬかし、今一花咲せんと、頓
にそが餘興をもとむる事切なれば、ふり捨がたき梅が香の、匂ひも深き川の世界、
題而春色辰巳園と云。（春色辰巳園・初編・序）〔天理図書館所蔵本〕
　和歌や文語体の中で、伝統的な「カウバシ」ではなく「カグハシ」が使用され始めると
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3いうことは、「カグハシ」が雅語として復活する兆しを見せていると捉えられないであろ
うか。以下に示す『和英語林集成』（初版（867）～３版（886））の記述からも、「カグ
ハシ」に対する雅語意識の萌芽を指摘できる。「カグハシ」にのみ、古語注記“†”が付
されているのである。
「†KAGUWASHIKI,─ KU　Fragrant;sweet-smelling．」（３版のみ）
「KŌBASHII,─ KI,─ KU　Fragrant,odorous,aromatic．」（１～３版）⑷
また、「カグハシ」には「カウバシ」の訳語“odorous”（芳香を含めた広い意味でのにお
いを発すること）が見られず、“sweet-smelling”とあることから、花のような甘いにお
いを対象としてとるような意味領域の狭さを推測させる。実際、近代では植物を対象とし
てとっている用例が増加するのである。（詳細は3..を参照。）
3. 1. 2　「カウバシ」
　近世の「カウバシ」は五分類全ての用例が得られたが、「１：植物」「２：飲食物」に偏
りが見られる。古代において多く見られた「３：不可視的対象」は、そのほとんどが「薫
物（により薫染められたもの、それを身に付けている人間）」のにおいであったため、中
古の資料性を反映する用例数の多さであったと考えられる。そのため近世では用例数が減
少しているのであるが、それでも「３：不可視的対象」に使用されるのは「カウバシ」一
語のみであり、未だ三語における中心的な語であることに変わりはない。
　「１：植物」は全3例で、草木・花の別なく植物全般が対象としてとられている。この
内４例は成句「栴檀は二葉より─」の述部形容詞として使用されている用例である⑸。
（例４）木の子草花芳
かうば
しく、人におそれぬ鳥の声、耳囂しき瀧津瀬の外に訪ふべき家もな
し。（椿説弓張月・残篇・巻一・第五十八回）〔鈴木重三氏所蔵初版本〕
　「２：飲食物」は全例中８例が“焦げるにおい”を表しており、古代同様、“焦げるに
おい”は「カウバシ」専用のようである。
（例５）飯後の湯出たるに風味事にかうはしく大にすくるゝ抔ほめけるを　ねうぼう聞付
嬉しけにのうれんの隙より顔さし出しお湯のかうはしきもことはりやたき物をく
べた程にと座に居たる皆
B
も耳にしみてそ感しける　中に一人羨み帰り妻に語れ
はそれ式の事をはたれもいふへき物をとあさわらひぬ　ある時知音をよひならべ
飯の湯を以前の様にとゝのへ出し　人
B
かうばしやとほめる時ねうぼうはゝから
すお湯はかうはしからふ柴を三束くべた程に（醒睡笑・巻五・人はそだち）〔静
嘉堂文庫蔵本〕
例５中の、前２例（「かうはしく」「かうはしき」）は薫物によって良いにおいのするお湯、
後２例（「かうばし」「かうはしから」）は柴をくべたことによって良いにおいのするお湯、
質の異なるにおいを同じ「カウバシ」で表している興味深い用例である。「妻」の勘違い
がこの頃の「カウバシ」の意味領域の広さを示していると言えよう。なお、『軽口露がは
なし』も類話を載せており、同様に「カウバシ」を使用している。
　3. . 3で後述するように、浄瑠璃では専ら「カンバシ」が使用されるのであるが、１例
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4のみ「カウバシ」が見える。「５：抽象的表現としてのにおい」を表す用例である。
（例６）高坂弾正槍弾正と名に負ふ武士の一分別、名将の家風かうばしき、栴檀の林崑崙
の石玉の光の世々永き、武田の家ぞ類なき。（信州川中島合戦・一）〔東洋文庫蔵
正本〕
　“焦げるにおい”は、古代と異なり「２：飲食物」にしか見られなくなり、さらにその
意味領域は「カウバシ」が占有していることも明らかである。五分類全てに用例は見られ
るけれども、近世において既に〈意味の限定化〉は始まっていると見て良いであろう。
3. 1. 3　「カンバシ」
　古代において数例しか見られなかった「カンバシ」は、浄瑠璃の中で「カウバシ」を差
し置き使用されるようになり、用例数も増加する。「１：植物」が５例と多く草木・花の
別もないようで、「カウバシ」と同様に植物全般を対象としてとっている。
（例７）梅が香四時ともにかんばしく、繁栄たとへんにものなし。（小倉百首類題話・小
野小町）〔武藤禎夫氏所蔵本〕
　用例数が増加するとは言え「２：飲食物」は１例のみで、「カウバシ」ほど使用されな
かったようである。また、現代の「カンバシクない噂」のような、評価語としての「カン
バシ」に引き継がれていく「５：抽象的表現としてのにおい」では、未だ否定表現との共
起例は見られない。
（例８）意のかんばしきハ、持皷郎の類に入らず、実に風流の一奇人なり。（十二支紫・序）
〔武藤禎夫氏所蔵本〕
　同じ読本でも馬琴は「カウバシ」、秋成は「カンバシ」を使用しており、二語の内どち
らを使用するかは（「カウバシ」専用となっている「２：飲食物」の“焦げるにおい”、「３：
不可視的対象」を除き）、意味・用法や文体における使い分けではなく、書き手の言語意
識に左右されていた可能性もある。しかし、噺本のような口語的要素の強い言語資料にお
いては例７・８のような文語体の箇所でしか見られないこと、浄瑠璃においては「カンバ
シ」専用の様相を呈していることなどから、近世以降の「カンバシ」は特定の文体におい
てその存在価値を獲得していったと考えられる。
3. 1. 4　読み不明
　近世の読み不明用例はそれほど多くない。浄瑠璃を除き全体的に専ら「カウバシ」が使
用されていることを考えれば、読み不明用例も「カウバシ」と読む可能性が非常に高い。
（例９）武士道は只臭くして馥くはおぼえず。（鶉衣続篇・贈或人書）〔塩屋忠兵衛・塩屋
弥七合梓の四冊本〕
例９は「５：抽象的表現としてのにおい」における否定表現の初出である。しかし、後続
する文脈中には「臭きもの身しらず」とあることから、比喩的に使用された「馥く」であ
り、現代語の「芳しくない噂」のような評価語としての用例ではない。
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53. 2　近代
　近世における三語の使用実態を記述していると考えられる明治初期の国語辞書⑹では、
「カウバシ」が“焦げるにおい”を表すと記述しているものは一切見られない。規範的意
識の働く言語資料である点は考慮せねばならないが、近世の「カウバシ」は現在の「コウ
バシイ」よりも意味・用法領域が広く、“焦げるにおい”だけを表す語ではなかったこと
の証左と捉えられよう。また、「カンバシ」は立項されていても詳細な語釈がない⑺こと
から、「カウバシ」との意味・用法の差異は未だ生じていなかったと考えられる。文体に
よる三語の使い分け意識が芽生えた近世を経て、近代においてどのような意味・用法の分
担過程を経ているのかを見ていきたい。
　近代を対象とした調査では、「カグハシ」48例、「カウバシ」5例、「カンバシ」4例、
読み不明5例、計39例が得られた。「カウバシ」「カンバシ」は漢字で表記されるように
なり読みの確定できない用例が増加するため、「カグハシ」よりも用例数が少なくなって
いる。なお、漢字表記にルビの付されている「カウバシ」「カンバシ」は、ともに「香（バ）
シ」「芳（バ）シ」の表記が混用され、使用漢字の偏りも見られなかった。
3. 2. 1　「カグハシ」
　韻文・文語体での使用が圧倒的に多く、近代においても「カグハシ」に対する雅語意識
は保有されている。940年代の９例は全て散文・口語体での使用であるが、文語体作品自
体が減少したことによる結果であろう。
　五分類全てに見られることから、近代では「カグハシ」が完全に復活していることが窺
え、さらに「１：植物」「３：不可視的対象」は「カウバシ」「カンバシ」を圧倒している
ことも分かる。
（例0）あのかぐわしきかやの木の清浄なかおりをたしなみながら（右門捕物帖）【青】
（例）かぐわしき野の匂い、清楚な水の流れ、情味の芳醇な山の姿。（わが童心）【青】
　「１：植物」をとる「カグハシ」9例に比して「カウバシ」は２例、「カンバシ」は６例
のみである。よって、読み不明の「１：植物」30例も「カグハシ」と読む可能性が高いと
言えよう。なお、「１：植物」に草木・花の別は見られなかった。
　また、「３：不可視的対象」をとる「カウバシ」は見えず、「カンバシ」も１例のみであ
るので、読み不明の「３：不可視的対象」例も「カグハシ」と読む可能性が高い。
　「２：飲食物」の“焦げるにおい”に使用されたものも１例のみ見られた。
（例）かぐはしき新茶をすゝめつゝ語るやう。（白くれない）【青】
しかし通史的に見てもこの１例のみで、「カグハシ」の一般的な意味とは考えにくい。
　注目すべきは「５：抽象的表現としてのにおい」である。近代に至ると「５：抽象的表
現としてのにおい」は「カグハシ」「カンバシ」のいずれかによって表されており、肯定
表現「カグハシ」、否定表現「カンバシ」という用法の棲み分けの存することが明らかで
ある。
（例3）あわれ、そのかぐわしき才色を今に語り継がれているサフォこそ（葉）
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6（例4）かんばしからぬへまを演じ、まるで、なっていなかった（碧眼托鉢）【青】
　以上見てきた近代の用例から、雅語意識の萌芽によって復活した「カグハシ」が独自の
意味・用法領域を獲得し、文体の制約をも越え現代に引き継がれていく様相を窺い知るこ
とができる。
3. 2. 2　「カウバシ」
　読みの確定している「カウバシ」は5例と少ないものの、「２：飲食物」の“焦げるに
おい”への偏りが見られ、近世に始まった〈意味の限定化〉は近代において定着していっ
たと見て良いであろう。「カグハシ」「カンバシ」が「２：飲食物」の“焦げるにおい”に
使用されたのは各１例ずつのみであるので、読み不明の「２：飲食物」の“焦げるにおい”
33例も「カウバシ」と読む可能性が高い。
（例5）〈花梨糖売来りて〉「淡路島通ふ千鳥の恋の辻占、辻占なかのお茶菓子は花の便が
ちよいと出るよ、かうばしやくわりん糖」と、いと艶に呼ぶ。（東京風俗志）
　「カグハシ」が占有している「１：植物」「５：不可視的対象（肯定表現）」に「カウバシ」
が使用された４例は、『浮雲』を除きいずれも文語体である。この３例は、古代では一貫
して「カウバシ」が使用されていた実態を踏まえ、「カグハシ」ではなく「カウバシ」を
使用したのであろう。
（例6）香
かうばし
き甘露の夢に酔ひて前後をも知らざるなりけり。（金色夜叉）【青】
（例7）ひとつの雑木だになく、かうばしき草うるはしく茂りあひ（桃花源記序）【青】
また、『浮雲』の用例は成句「栴檀は二葉より─」であり、通史的な成句の述部形容詞に
倣った結果、「カウバシ」が使用されたものと思われる。
　「２：飲食物」の“焦げるにおい”を表す語へと〈意味の限定化〉が定着していく中でも、
古代における「カウバシ」の意味・用法を引き継ぐ用例は僅かながら見られる、というの
が近代の「カウバシ」の特徴と言えよう。
3. 2. 3　「カンバシ」
　読みの確定している「カンバシ」全4例中、半数近い0例が「５：抽象的表現としての
におい」に使用されており（この内４例が否定表現）、この語における近代以降の中心的
な意味・用法であると言えよう。
（例8）〈重成入道様は〉これまたかんばしからぬ死に方をなさいました（右大臣実朝）
また、否定表現と共起する用例は「カグハシ」「カウバシ」に見られないことから、読み
不明の「５：抽象的表現としてのにおい（否定表現）」36例も「カンバシ」と読んで問題
はないであろう。現代の「カンバシ」が嗅覚表現としてほとんど使用されず、専ら否定表
現を伴う評価語として使用される意味・用法の固定化は、近代において定着していったと
考えられる。なお、否定表現は助動詞「ズ」、補助形容詞「ナシ」ともに使用されており、
特に偏りは見られなかった。
　６例見られた「１：植物」は近世と同様、草木・花の別はないようである。
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7（例9）縁の上も、床の前も、机の際も、と見ると芳
かんばし
い草と花とで満されているのである。
（黒百合）【青】
　「２：飲食物」の“焦げるにおい”に使用されたものも１例見られた。
（例0）菊見せんべいの店の乾いた醤油のかんばしい匂い（菊人形）【青】
現代において、「２：飲食物」の“焦げるにおい”に「カンバシ」を使用する地域は報告
されていない⑻が、現代の朝日新聞の記事にも同じような用例が見られる。
（例）「これは思い切りギュッと握らないとダメなんです。ショウユを薄く塗って焼く
と、かんばしいでしょう」長男の嫁が作った「焼きおにぎり」が出てきた。（朝
日新聞988/08/9朝刊）⑼
よって、例0を単なる例外とはできない。地域性も考慮し、今後さらに調査を進める必要
がある。
3. 2. 4　読み不明用例における使用漢字
　読み不明用例の使用漢字の傾向について少し補足しておきたい。「２：飲食物」の“焦
げるにおい”は「香」専用の傾向が見られたが、それ以外は全体的に「香」「芳」の二字
が両用されており、分類毎の偏りは見られなかった。948年の「当用漢字音訓表」によっ
て「芳」に「かんばしい」の訓が採用されたのは、このような「香」「芳」二字の混用が
甚だしかったことが原因だったのであろう。
　現在、仮名書きの「コウバシイ」「カンバシイ」が見られないのは、近代における「２：
飲食物」の“焦げるにおい”は「香」専用という傾向や、「当用漢字音訓表」の公布によっ
て、「香（コウ（バ））シイ」「芳（カン（バ））シイ」という読み分けができ上がっている
ことを示していると言えよう。
（例）丑松も骨離の好い鮠の肉を取つて、香ばしく焼けた味噌の香を嗅ぎ乍ら話した。
（破戒）【青】
（例3）十手といふ語呂があまり芳しくない（十手の話）【太95/03】
４　おわりに
　現代における「コウバシイ」「カンバシイ」の使用実態から、近代における読み不明用
例の多くは読みを類推することも可能であり、三語の史的変遷はおぼろげながら明らかに
なったと言える。近世に始まる「カウバシ」の〈意味の限定化〉、「カグハシ」「カウバシ」
「カンバシ」三語間の意味・用法分担の進行を、今改めて大まかに図示すれば以下のよう
になる。（数字は分類を示す。なお、「４：その他」は種々雑多な対象が含まれるため図で
は割愛した。）
　従来の嗅覚表現研究では「ニホフ」「カヲル」などを取り上げることが多く、これらの
語が体現する美意識的側面に焦点化した議論が中心であった。「ニホフ」「カヲル」などと
類義の関係にあった「カウバシ」が、“焦げるにおい”のすることを表す語へ変化してい
く過程は看過されてきたと言えよう。本稿では、その過程を明らかにするにあたり、「カ
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8グハシ」「カンバシ」といった周辺語彙との相互影響を考慮しつつ、「カウバシ」の〈意味
の限定化〉の考察を行った。語の意味変化は語彙の次元で論じられるべきで、そのために
三語を通史的に調査・考察してきたのである。
　今後は、「カウバシ」と類義の関係にあった「ニホフ」「カヲル」「クンズ」などを含め
た嗅覚表現語彙史の研究を進めることで、なぜ「カウバシ」が“焦げるにおい”のするこ
とのみを表すようになったのかを明らかにしていきたいと考えている。
注
⑴　池上尚（00）「嗅覚表現形容詞「カウバシ」の意味変化─“焦げるにおい”を表すようになる
まで─」（『早稲田大学大学院教育学研究科紀要』8-）拙稿の中世以前の調査結果と、本稿の調査
結果とを合わせた上代から近代にかけての用例数を、参考資料〈全体表３─上代～近代〉として本
稿末尾に示す。
⑵　「カグハシ」第二音節〔ŋ〕が、その鼻音性のために〔ũ〕と鼻音化したのが「カウバシ」、撥音
化したのが「カンバシ」である。しかし後者に関しては、撥音が鼻音性をもつと認識され「カウバ
シ」と表記されていたとも考えられ、表記上の「カンバシ」の初出例を特定することしかできなかっ
た。
⑶　国文学研究資料館「日本古典文学本文データベース」、国立国語研究所「太陽コーパス」（以下【太
掲載年 /号】）、『青空文庫』（以下【青】）、“JapaneseTextInitiative”（以下【J】）を利用した。
⑷　初版のみ、活用・派生形として「KŌBASHIKI,─ KI,─ KU,─ U,─ SA」のようにウ音便形・
名詞形が挙げられている。なお、「カンバシ」は立項されていない。
⑸　この成句の述部形容詞は現在一般的に「カンバシ」であるが、初出の『保元物語』以降一貫して
「カウバシ」が使用されている。「カウバシ」から「カンバシ」へ定着するまでの詳しい史的変遷に
ついては別稿に譲りたい。
⑹　飛田良文他編（997-008）『明治期国語辞書大系』普１～雅4、大空社、に収録されている普通
辞書3冊、雅語辞書4冊の計7冊を調査した。
⑺　「『カウバシ』と同義」とされるか、「カウバシ」の項の語釈に「換言される語」として記載され
るにとどまる。
⑻　平山輝男他編（993）『現代日本語方言大辞典　第７巻索引１』明治書院、参照。
⑼　朝日新聞記事データベース「聞蔵Ⅱ」での検索による。用例は読者の投書、発話者は東京下町に
住む女性である。記事も東京版であるが、地方紙においても類例がいくつか見られた。
近世 
 3 5
焦げるにおい
カンバシ カグハシ カウバシ カグハシ カンバシ
近代 
 3 5
焦げるにおい
カウバシ カンバシ カグハシ カンバシ
肯定 否定
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使者／菊人形／不良少年とキリスト／桃花源記序／男ぎらい／晶子鑑賞／さようなら／その願いを現
実に／下町／海野十三敗戦日記／真珠の首飾り／ムツェンスク郡のマクベス夫人／浮雲（林芙美子）
（以上【青】）、右大臣実朝／葉
※用例の得られなかった作品　○日本古典文学大系『仮名草子集』『浮世草子集』『黄表紙洒落本集』
『東海道中膝栗毛』『浮世風呂』○その他『狂言記』『狂言記外五十番』『続狂言記』『狂言記拾遺』『一
茶発句』『甲駅新話』『江戸時代料理本集成翻刻』『夢酔独言』
［付記］　本稿は、009年月５日に行われた早稲田大学日本語学会における口頭発表に基づいてい
ます。席上多くのご指導を賜りました。ここに記して感謝申し上げます。
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〈全体表１―近世〉　●：焦げるにおい　○：否定表現　空欄は用例数０を表す。
語　　
　作品
　（成立年代）
カグハシ カウバシ カンバシ 読み不明
具 抽 具 抽 具 抽 具 抽
 5   3 4 5   4 5   3 4 5
噺 　　　　本
戯言養気集（596-64） 
醒睡笑（63） ❷  
二休咄（688） ❶
軽口露がはなし（69） ❷ 
遊小僧（694） 
聞上手（773） ❶
喜美賀楽寿（777） ❶
瓢百集（807） 
小倉百首類題話（83） 
十二支紫（83） 
春色三題噺初編（864） 
俳句・俳文
芭蕉発句（江戸時代前期） 
懐硯（江戸時代前期） 
毛吹草（645） 3
貝おほひ（67） 3
西鶴大矢数（680） 
冬の日（684） 
風俗文選（707）   
嵯峨日記（753） 
蕪村句集（784）  ❶ 
鶉衣（785・83） ❶ ①
和歌
賀茂真淵（江戸時代中期） 
良寛（江戸時代後期） 
浄 　瑠 　璃
用明天王職人鑑（705） 
冥途の飛脚（7） 
聖徳太子絵伝記（77）   
双生隅田川（70） 
信州川中島合戦（7） 
ひらがな盛衰記（739） 
伽羅先代萩（777） 
随 　筆それゞゝ草（75）   
ひとりね（74-5） 
膽大小心録（808） 
蘭東事始（85） 
談義本読本 根無草後編（769）   
雨月物語（776） 
椿説弓張月（807-）  
春色辰巳園（833-35） 
分類毎の総計   3  4 5 8 5  4 4     3
語毎の総計 3 4 4 9
※大まかな文学ジャンルでまとめたものは、左端にそのジャンルを示した。　

〈全体表２―近代〉　●：焦げるにおい　○：否定表現　空欄は用例数０を表す。
語　
成立年代
カグハシ カウバシ カンバシ 読み不明
具 抽 具 抽 具 抽 具 抽
  3 4 5   4 5   3 4 5   3 4 5
880-889  
890-899 6   , ❶   , ①  5 4 , ❶  4, ①
900-909     ❸    3 , ❶  3 , ③
90-99 3    ①   3, ③
90-99 4 4   3  ① 8 , ❺ 3 4 4, ⑪
930-939 4 ❶  3  ❹ ① 3, ❷   4, ❷ 3, ⑨
940-949  4 4   ❶ ① 0 , ❺ 3 4 ⑨
分類毎の総計 9   8 8  9   6 3  4 0 30 4  8 5
語毎の総計 48 5 4 5
参考〈全体表３―上代～近代〉　空欄は用例数０を表す。
語　
　時代
カグハシ カウバシ カンバシ 読み不明
具 抽 具 抽 具 抽 具 抽
  3 4 5   3 4 5   3 4 5   3 4 5
上　代 7
中　古   3 40 9   
中世前期  0 8 3 4 8  3 38 3
中世後期  8 7 6 7 5   5  7 3 5
近　世   3  4 5 8 5  4 4     3
近　代 9   8 8  9   6 3  4 0 30 4  8 5
分類毎の総計 9  4 8 0 36 8 58 55 9  4  9 4 65 55 33 6 64
語毎の総計 6 96 40 78
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